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第１  平成１９年度決算のあらまし



１  概   要 

２  各会計実質収支等の状況

（単位：千円）

      区      分 平成18年度 平成19年度

歳入総額              (A) 5,353,569 4,770,457

歳出総額              (B) 5,317,030 4,742,828

歳入歳出差引(A)-(B)   (C) 36,539 27,629

翌年度へ繰越すべき財源(D) 0 0

実質収支(C)-(D)       (E) 36,539 27,629

単年度収支            (F) △ 93,898 △ 8,910

積立金 　　　　　　   (G) 65,248 18,380

繰上償還金            (H) 0 0

積立金取崩し額        (I) 82,000 25,000

実質単年度収支F+G+H-I (J) △ 110,650 △ 15,530

  平成19年度の本町財政運営は、一般会計においては、公債費負担適正化計画に基づく財
政健全化への取り組みを行いましたが、財政力指数0.18（※高いほど財源に余裕があ
る。）、実質収支比率0.9％（※3％～5％程度が望ましい。）、経常収支比率98.5％（※
75％～80％未満が妥当である。80％以上は弾力性を失いつつある。）、公債費比率18.6％
（※10％以内が望ましい。）、起債制限比率15.3％（※15％～20％要注意団体）、公債費
負担比率26.3％（※20％危険ライン）、咋年度から導入された実質公債費比率21.6％（※
18％以上になると、新たに地方債を発行して借金する際、財政運営の計画を立てて国や都
道府県の許可が必要となる、25％以上になると、単独事業のために地方債を発行すること
が一部認められなくなり、起債制限団体となる。）など、国の示す基準指数を大きく上回
り、前年度にも増して厳しい財政運営となりました。

  各特別会計においても、一般会計と同様に厳しい財政運営となりましたが、実質収支は
黒字となっております。

第１  平成１９年度決算のあらまし

　(1)　一般会計
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　第１表  一般会計実質収支の状況 

     平成19年度一般会計歳入歳出決算額は、歳入歳出予算額4,899,886千円
　　て歳入4,770,457千円、歳出4,742,828千円となり、前年度に比べて歳入
　　△583,112千円（△10.9％）、歳出△574,202千円（△10.8％）となりました｡
     実質収支については、27,629千円の黒字となっております。



（単位：千円）

      区      分 平成18年度 平成19年度

歳入総額              (A) 955,249 1,142,860

歳出総額              (B) 951,214 1,139,720

歳入歳出差引(A)-(B)   (C) 4,035 3,140

翌年度へ繰越すべき財源(D) 0 0

実質収支(C)-(D)       (E) 4,035 3,140

単年度収支            (F) △ 12,658 △ 895

積立金 　　　　　　   (G) 20 49

繰上償還金            (H) 0 0

積立金取崩し額        (I) 18,000 15,000

実質単年度収支F+G+H-I (J) △ 30,638 △ 15,846

 

（単位：千円）

      区      分 平成18年度 平成19年度

歳入総額              (A) 840,330 821,640

歳出総額              (B) 840,320 821,590

歳入歳出差引(A)-(B)   (C) 10 50

翌年度へ繰越すべき財源(D) 0 0

実質収支(C)-(D)       (E) 10 50

単年度収支            (F) △ 11 40

財政調整基金積立金    (G) 0 0

繰上償還金            (H) 0 0

積立金取崩し額        (I) 0 0

実質単年度収支F+G+H-I (J) △ 11 40

        平成19年度老人保健特別会計歳入歳出決算額は、歳入歳出予算額それぞれ
      821,642千円に対して、歳入821,640千円、歳出821,590千円となり前年度に
　　　比べて歳入△18,690千円(△2.2％)、歳出△18,730千円(△2.2％)となりまし
　　　た。

       実質収支については、50千円の黒字となっています。 

　第３表  老人保健特別会計実質収支の状況 

  （2）  国民健康保険特別会計
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         平成19年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算額は、歳入歳出予算額それぞれ
　　　　1,143,572千円に対して、歳入1,142,860千円、歳出1,139,720千円となり、前
　　　　年度に比べて歳入は187,611千円(19.6％)、歳出についても188,506千円(19.8％)
　　　　の増となりました。

         実質収支については、3,140千円の黒字となっております。

　第２表    国民健康保険特別会計実質収支の状況         

　（3） 老人保健特別会計



（単位：千円）

      区      分 平成18年度 平成19年度

歳入総額              (A) 580,538 576,006

歳出総額              (B) 551,357 549,884

歳入歳出差引(A)-(B)   (C) 29,181 26,122

翌年度へ繰越すべき財源(D) 149 0

実質収支(C)-(D)       (E) 29,032 26,122

単年度収支            (F) 1,957 △ 2,910

財政調整基金積立金    (G) 8,556 12,479

繰上償還金            (H) 0 0

積立金取崩し額        (I) 0 0

実質単年度収支F+G+H-I (J) 10,513 9,569

（単位：千円）

      区      分 平成18年度 平成19年度

歳入総額              (A) 16,648 15,944

歳出総額              (B) 16,291 15,926

歳入歳出差引(A)-(B)   (C) 357 18

翌年度へ繰越すべき財源(D) 0 0

実質収支(C)-(D)       (E) 357 18

単年度収支            (F) 355 △ 339

基金積立金 　　　　   (G) 10,267 9,163

繰上償還金            (H) 0 0

積立金取崩し額        (I) 6,057 6,777

実質単年度収支F+G+H-I (J) 4,565 2,047

     実質収支については、18千円の黒字となっています。

　第５表   奨学資金特別会計実質収支の状況
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　　　　実質収支については、26,122千円の黒字となっています。 

     平成19年度奨学資金特別会計歳入歳出決算額は、歳入歳出予算額それぞ
   れ15,953千円に対して歳入15,944千円、歳出15,926千円となり、前年度
   に比べて歳入△704千円(△4.2％)、歳出△365千円(△2.2％)となりま
　 した。

(5)  奨学資金特別会計

（4）  介護保険特別会計

　第４表  介護保険事業特別会計実質収支の状況

       平成19年度介護保険特別会計歳入歳出決算額は、歳入歳出予算額それぞれ
　　　576,666千円に対して歳入576,006千円、歳出549,884千円となり、前年度に
　　　比べて歳入は△4,532千円(△0.8％)、歳出は△1,473千円(△0.3％)となりま
      した。



（単位：千円）

      区      分 平成18年度 平成19年度

歳入総額              (A) 210,499 350,489

歳出総額              (B) 209,658 350,223

歳入歳出差引(A)-(B)   (C) 841 266

翌年度へ繰越すべき財源(D) 0 0

実質収支(C)-(D)       (E) 841 266

単年度収支            (F) 468 △ 575

財政調整基金積立金    (G) 0 0

繰上償還金            (H) 0 0

積立金取崩し額        (I) 0 0

実質単年度収支F+G+H-I (J) 468 △ 575

（単位：千円）

      区      分 平成18年度 平成19年度

歳入総額              (A) 417,859 789,623

歳出総額              (B) 416,712 788,807

歳入歳出差引(A)-(B)   (C) 1,147 816

翌年度へ繰越すべき財源(D) 473 112

実質収支(C)-(D)       (E) 674 704

単年度収支            (F) 363 30

財政調整基金積立金    (G) 0 0

繰上償還金            (H) 0 0

積立金取崩し額        (I) 0 0

実質単年度収支F+G+H-I(J) 363 30

     実質収支は、816千円の黒字となっています。 

  第７表  農業集落排水事業特別会計実質収支の状況
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     実質収支については、266千円の黒字となっています。

  第６表  下水道事業特別会計実質収支の状況

(7)  農業集落排水事業特別会計

     平成19年度農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算額は、歳入歳出予算額そ
   れぞれ807,840千円に対して歳入789,623千円、歳出788,807千円となり、前年
   度に比べて歳入371,764千円(89.0％)、歳出372,095千円(89.3％)の増となり
　 ました。

(6)  下水道事業特別会計

     平成19年度下水道事業特別会計歳入歳出決算額は、歳入歳出予算額それぞ
   れ350,691千円に対して歳入350,489千円、歳出350,223千円となり、前年度
   に比べて、歳入139,990千円(66.5％)、歳出140,565千円(67.0％)の増とな
   りました。



（単位：千円）

      区      分 平成18年度 平成19年度

歳入総額              (A) 21,840 15,090

歳出総額              (B) 21,666 14,914

歳入歳出差引(A)-(B)   (C) 174 176

翌年度へ繰越すべき財源(D) 0 0

実質収支(C)-(D)       (E) 174 176

単年度収支            (F) 111 2

財政調整基金積立金    (G) 0 0

繰上償還金            (H) 0 0

積立金取崩し額        (I) 0 0

実質単年度収支F+G+H-I (J) 111 2

（単位：千円）

      区      分 平成18年度 平成19年度

歳入総額              (A) 94,868 94,807

歳出総額              (B) 94,866 94,706

歳入歳出差引(A)-(B)   (C) 2 101

翌年度へ繰越すべき財源(D) 0 0

実質収支(C)-(D)       (E) 2 101

単年度収支            (F) △ 80 99

積立金 　　　　　　   (G) 665 583

繰上償還金            (H) 0 0

積立金取崩し額        (I) 0 0

実質単年度収支F+G+H-I(J) 585 682

(8)  合併処理浄化槽事業特別会計

     平成19年度合併処理浄化槽特別会計歳入歳出決算額は、歳入歳出予算額そ
   れぞれ15,000千円に対して歳入15,090千円、歳出14,914千円となり、前年
   度に比べて歳入△6,750千円(△30.9％)、歳出△6,752千円(△31.2％)となり
　 ました。

    実質収支は、176千円の黒字となっています。 

　第９表   国民宿舎特別会計実質収支の状況
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      実質収支については、2千円の黒字となっております。

　第８表  合併処理浄化槽事業特別会計実質収支の状況       

  (9)  国民宿舎特別会計

　　　 平成19年度国民宿舎特別会計歳入歳出決算額は、歳入歳出予算額それぞれ
　　 94,790千円に対し、歳入94,807千円、歳出94,706千円となり、前年度に比べ
　　 て歳入は△61千円(△0.1％)、歳出は△160千円(△0.2％) となりました｡



（単位：千円）

収益的収入 収益的支出 差    引

200,688 191,488 9,200

資本的収入 資本的支出 差   引

21,151 59,243 △ 38,092

    21,151千円、支出予算額63,450千円に対して、決算額は59,243千円となりました。
    不足額の38,092千円は、過年度損益勘定留保資金38,092千円で補てんしました。

　第10表  水道事業会計決算の状況

      一方、資本的収支においては、収入予算額22,410千円に対し、決算額は、

(10)　水道事業会計

　　　平成19年度水道事業会計の収益的収支の決算は、予算額203,197千円対して、
　　収入決算額は200,688千円、支出決算額は191,488千円で差し引き9,200千円の
　　黒字となりました。
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３　一般会計決算額の状況

歳入 歳出 (単位：千円)

款　　　　名 決算額 歳入構成比 款　　名 決算額 歳出構成比

町税 466,230 9.8% 議会費 88,631 1.9%

地方譲与税 77,227 1.6% 総務費 634,201 13.4%

利子割交付金 2,396 0.1% 民生費 717,820 15.1%

配当割交付金 1,264 0.0% 衛生費 558,721 11.8%

株式等譲渡所得割交付金 591 0.0% 農林水産業費 825,623 17.4%

地方消費税交付金 58,693 1.2% 商工費 106,849 2.3%

自動車取得税交付金 20,564 0.4% 土木費 240,730 5.1%
国有提供施設等所在市町
村助成交付金

6,642 0.1%
消防費 137,163 2.9%

地方特例交付金 3,865 0.1% 教育費 370,409 7.8%

地方交付税 2,555,854 53.6% 災害復旧費 17,512 0.4%

交通安全対策特別交付金 1,044 0.0% 公債費 1,044,260 22.0%

分担金及び負担金 96,434 2.0% 諸支出金 909 0.0%

使用料及び手数料 106,599 2.2% 歳出合計 4,742,828 100.0%

国庫支出金 217,683 4.6%

県支出金 393,627 8.3%

財産収入 27,913 0.6%

寄附金 66 0.0%

繰入金 174,000 3.6%

繰越金 36,540 0.8%

諸収入 141,825 3.0%

町債 381,400 8.0%

収入合計 4,770,457 100.0%

４　町債の状況
　第12表　会計別起債残高

区　　　　　　分 平成15年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度
一般会計 8,914,349 8,265,569 8,090,010 7,595,676
下水道事業特別会計 1,246,140 1,377,220 1,371,436 1,371,720
農業集落排水事業特別会計 563,049 786,285 916,443 1,174,781
合併処理浄化槽特別会計 5,600 13,700 19,100
国民宿舎特別会計 883,747 755,703 688,177 618,202
水道事業会計 1,224,517 1,409,936 1,389,452 1,360,086

計 12,831,802 12,600,313 12,469,218 12,139,565
町民１人当たりの額 1,765.5 1,775.4 1,801.9 1,764.5
人　　口 7,268 7,097 6,920 6,880

　第11表　一般会計決算状況
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1,786.2
7,171

12,808,509

(単位：千円)

平成16年度
8,542,584
1,339,252

673,716

820,865
1,432,092

（単位：千円、人）
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歳入総額　4,770,457千円
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歳出総額　4,742,828千円
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①　実質赤字比率及び連結実質赤字比率がないため、「－」を記載しました。
②　国が示した早期健全化基準を括弧内に記載しました。

　(2)　資金不足比率

○実質赤字比率
　福祉、教育、まちづくり等を行う地方公共団体の一般会計等の赤字の程度を指標化し、
財政運営の悪化の度合いを示すもの。

○連結実質赤字比率
　すべての会計の赤字や黒字を合算し、地方公共団体全体としての赤字の程度を指標化
し、地方公共団体全体としての財政運営の悪化の度合いを示すもの。

○実質公債費比率

（15.0） （20.0） （25.0） （350.0）
－ － 21.6 178.0

５　健全化判断比率・資金不足比率(暫定値）

　県や市町村の財政を適正に運営することを目的として、「地方公共団体の財政の健全化
に関する法律（財政健全化法）」が平成19年６月に公布されました。従来の再建法制で
は、地方公共団体の普通会計において赤字額が標準財政規模の20％を超えるといきなり財
政再建団体となり、注意喚起の段階がありませんでした。また、特別会計や企業会計にい
くら累積赤字があっても財政再建団体とならず、地方公共団体全体の姿を反映したもので
はありませんでした。
　財政健全化法では、「早期健全化」と「財政再生」の２段階で財政悪化をチェックする
とともに、特別会計や企業会計も併せた連結決算により地方公共団体の財政状況をより明
らかにしようとするものです。
　本町の指標は基準値内でありますが、今後とも行財政改革の推進を図り、財政のスリム
化を図る必要があります。

　(1)　健全化判断比率
実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

①　資金不足比率がないため、「－」を記載しました。

20.0
20.0　下水道事業特別会計 －

－

20.0

経営基準化基準（％）

　借入金(地方債)の返済額及びこれに準じる額の大きさを指標化し、資金繰りの程度を示
すもの。

○将来負担比率
　地方公共団体の一般会計等の借入金(地方債)や将来支払っていく可能性のある負担等の
現時点での残高を指標化し、将来財政を圧迫する可能性の度合いを示すもの。

特別会計の名称
　水道事業会計

　国民宿舎特別会計

資金不足比率（％）

○資金不足比率
　公営企業の資金不足を、公営企業の事業規模である料金収入の規模と比較して指標化
し、経営状態の悪化の度合いを示すもの。

　農業集落排水事業特別会計
　合併処理浄化槽特別会計

－
－
－

20.0
20.0



第２　平成20年度上半期財政運営のあらまし

1　予算の規模

  第13表      各会計の補正状況 (単位：千円)

会計名 平成20年度当初予算額 ９月までの補正額 現計予算額

一 般 会 計 4,445,000 148,216 4,593,216

特 別 会 計 3,261,369 28,346 3,289,715

　国民健康保険特別会計 1,082,889 △ 35,887 1,047,002

　老人保健特別会計 74,645 2,378 77,023

　介護保険特別会計 633,777 23,962 657,739

　後期高齢者医療特別会計 78,523 0 78,523

　奨学資金特別会計 19,161 0 19,161

　下水道事業特別会計 510,460 2,089 512,549

　農業集落排水事業特別会計 778,632 703 779,335

　合併処理浄化槽特別会計 23,673 0 23,673

　国民宿舎特別会計 59,609 35,101 94,710

合     計 7,706,369 176,562 7,882,931

　第14表      水道事業 (単位：千円)

区　　　　分 平成20年度当初予算額 ９月までの補正額 現計予算額

収 益 的 収 支 223,344 2,400 225,744

資 本 的 収 入 32,701 0 32,701

資 本 的 支 出 81,554 537 82,091

  第15表     一般会計予算款別補正状況

 (歳入)

平成20年度当初予算額 ９月までの補正額

Ａ Ｂ 現計予算額 （Ａ＋Ｂ） 構成比

町 税 481,895 0 481,895 10.5
地 方 譲 与 税 75,000 0 75,000 1.6
利 子 割 交 付 金 2,700 0 2,700 0.1
配 当 割 交 付 金 100 0 100 0.0
株式等譲渡所得割交付金 1 0 1 0.0
地 方 消 費 税 交 付 金 55,822 0 55,822 1.2
自 動 車 取 得 税 交 付 金 18,000 0 18,000 0.4
国有提供施設等所在市町村助成交付

金 5,800 0 5,800 0.1
地 方 特 例 交 付 金 3,700 1,451 5,151 0.1
地 方 交 付 税 2,526,527 76,743 2,603,270 56.7
交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金 1,180 0 1,180 0.0
分 担 金 及 び 負 担 金 132,866 0 132,866 2.9
使 用 料 及 び 手 数 料 129,142 0 129,142 2.8
国 庫 支 出 金 223,179 28,631 251,810 5.5
県 支 出 金 270,694 24,346 295,040 6.4
財 産 収 入 28,803 100 28,903 0.6
寄 附 金 5,132 3,752 8,884 0.2
繰 入 金 35,000 0 35,000 0.8
繰 越 金 40,000 △ 12,371 27,629 0.6
諸 収 入 117,459 22,964 140,423 3.1
町 債 292,000 2,600 294,600 6.4
歳 入 合 計 4,445,000 148,216 4,593,216 100.0
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        (単位：千円、％)

   平成20年度の当初予算については、前回の財政事情でその詳細を説明いたしましたので、今回
 その後の予算状況を中心に、平成20年度上半期の財政運営の状況について説明します。

歳入区分
９月補正後現計額



２  予算の執行状況

    平成20年度上半期における各会計予算の収入及び支出の状況は、第16表・第17表・第18表のとお

　歳出の支出済額は1,945，473千円で、予算現額に対する支出割合は42.4％となっています。

  第16表　各会計予算の執行状況

予算現額 収入済額 執行率 予算現額 支出済額 執行率

一 般 会 計 4,593,216 2,337,056 50.9 4,593,216 1,945,473 42.4

特 別 会 計 3,289,715 893,542 27.2 3,289,715 1,087,244 33.0

国民健康保険特別会計 1,047,002 468,127 44.7 1,047,002 478,537 45.7

老 人 保 健 特 別 会 計 77,023 71,476 92.8 77,023 67,267 87.3

介 護 保 険 特 別 会 計 657,739 252,310 38.4 657,739 238,282 36.2

後期高齢者医療特別会計 78,523 22,194 28.3 78,523 18,689 23.8

奨 学 資 金 特 別 会 計 19,161 9,192 48.0 19,161 7,906 41.3

下 水 道 事 業 特 別 会 計 512,549 15,264 3.0 512,549 179,676 35.1

農業集落排水事業特別会計 779,335 7,175 0.9 779,335 49,046 6.3

合併処理浄化槽特別会計 23,673 509 2.2 23,673 714 3.0

国民宿舎特別会計 94,710 47,295 49.9 94,710 47,127 49.8

計 7,882,931 3,230,598 41.0 7,882,931 3,032,717 38.5

（消費税込）

予算現額 収入済額 執行率 予算現額 支出済額 執行率

収 益 的 収 支 225,744 83,557 37.0 225,744 62,442 27.7

資 本 的 収 入 32,701 520 1.6

資 本 的 支 出 82,091 27,558 33.6

(平成20年9月30日現在)

 第17表　水道事業

(平成20年9月30日現在)

会計区分
歳          入 歳          出

      (単位：千円、％)

      (単位：千円、％)

　りです。 一般会計における歳入の収入済額は2,337，056千円で、予算額に対する収入割合は50.9％です

- 12 -

区　　　　　　分
歳          入 歳          出



  第18表　一般会計款別予算の執行状況

　（歳入）

執行率

59.3

29.0

37.5

153.0

0.0

60.1

33.6

0.0

100.0

71.3

0.0

22.1

23.5

7.2

3.5

13.7

40.2

0.0

0.0

23.3

0.0

50.9

　（歳出）

執行率

50.4

43.5

39.8

59.4

19.8

45.2

40.6

72.0

42.7

0.0

46.6

0.0

0.0

42.4

(平成20年9月30日現在)

国有提供施設等所在市町村助成交付金 5,800 0

      (単位：千円、％)

利 子 割 交 付 金

自 動 車 取 得 税 交 付 金 18,000 6,056

町 税

科           目
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予 備 費 29,249 0

歳 出 合 計 4,593,216 1,945,473

公 債 費

諸 支 出 金 128 0

災 害 復 旧 費 164 0

937,810 437,254

消 防 費 140,212 100,925

教 育 費 425,222 181,480

商 工 費 203,163 91,880

土 木 費 249,751 101,294

衛 生 費 428,479 254,729

農 林 水 産 業 費 610,674 121,107

民 生 費 866,577 345,174

総 務 費 611,175 265,961

科           目 予算現額 支出済額

議 会 費 90,612 45,669

予算現額 収入済額

481,895 285,958

地 方 消 費 税 交 付 金 55,822 33,557

地 方 譲 与 税

配 当 割 交 付 金

株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金

100

1

地 方 特 例 交 付 金 5,151 5,151

地 方 交 付 税 2,603,270 1,855,080

交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金 1,180 0

分 担 金 及 び 負 担 金 132,866 29,393

使 用 料 及 び 手 数 料 129,142 30,383

国 庫 支 出 金 251,810 18,072

県 支 出 金 295,040 10,273

財 産 収 入 28,903 3,952

寄 附 金 8,884 3,573

繰 入 金 35,000 0

繰 越 金 27,629 0

歳 入 合 計 4,593,216 2,337,056

諸 収 入 140,423 32,661

町 債

75,000 21,782

294,600 0

0

2,700 1,012

153



 (歳出)

平成２０年度当初予算額 ９月までの補正額

Ａ Ｂ 現計予算額 （Ａ＋Ｂ） 構成比

議 会 費 90,612 0 90,612 2.0

総 務 費 592,103 19,072 611,175 13.3

民 生 費 843,439 23,138 866,577 18.9

衛 生 費 424,231 4,248 428,479 9.3

農 林 水 産 業 費 579,250 31,424 610,674 13.3

商 工 費 168,080 35,083 203,163 4.4

土 木 費 247,479 2,272 249,751 5.4

消 防 費 139,819 393 140,212 3.1

教 育 費 410,353 14,869 425,222 9.3

災 害 復 旧 費 164 0 164 0.0

公 債 費 937,810 0 937,810 20.4

諸 支 出 金 3 125 128 0.0

予 備 費 11,657 17,592 29,249 0.6

歳 出 合 計 4,445,000 148,216 4,593,216 100.0

歳出区分
９月補正後現計額
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            (単位：千円、％)



  町有財産には、公有財産・物品・債券及び基金が含まれますが、これらの町有財産の管理に

ついては、条例や規則によってそれぞれの管理に万全を期しております。

１ 財産の状況

木    造 非木造 計

2,758.61 1,993.51 1,993.51

その他の
行政機関

その他の施設 17,351.58 19.00 4,101.31 4,120.31

学校・幼稚園 109,225.00 64.00 22,981.00 23,045.00

公 営 住 宅 61,814.95 15,378.78 15,378.78

教 員 住 宅 15,412.00 2,130.00 2,130.00

その他の施設 274,003.26 1,092.81 23,998.30 25,091.11

57,655.00

37,329.00

2,638,331.00

87,938.00

39,223.00

20,086.00

3,361,127.40 1,175.81 70,582.90 71,758.71

- 14 -

そ の 他

区        分 土    地
建         物

合        計

田

畑

山 林

原 野

雑 種 地

   第３   町 有 財 産 の 状 況

本 庁 舎

公
共
用
財
産

宅 地

（平成20年3月31日現在）　　(単位：㎡)

   （１）  土地及び建物



   （２）   物      品

台数等 台数等

1 1

13 2

1 1

2 1

1 2

1 1

2 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 45

   （３）　有 価 証 券 

保 健 福 祉 課 軽 ト ラ ッ ク

給 食 セ ン タ ー （ 運 搬 車 ）

給食センター（軽ワゴン車）

行 政 無 線 一 式

マ イ ク ロ バ ス

建 設 課 ラ イ ト バ ン

産 業 政 策 課 普 通 ワ ゴ ン

老 人 ホ ー ム バ ン

保 健 福 祉 課 軽 乗 用 車

保健福祉課デイサービス（バス）

保 健 福 祉 課 給 食 サ ー ビ ス 車

（平成20年3月31日現在）　(単位：千円）

税 務 課 ラ イ ト バ ン

農 政 課 軽 ト ラ ッ ク

合　　　　計

タ イ ヤ シ ョ ベ ル

農 政 課 バ キ ュ ー ム 車

農 政 課 ラ イ ト バ ン

耕 地 課 ラ イ ト バ ン

学 校 教 育 課 ラ イ ト バ ン

現      在     高

10,000

沖 永 良 部 空 港 株 式 会 社 株 券

株式会社日本エアーコミューター株券

大 島 食 糧 株 式 会 社 株 券

九 州 電 力 株 式 会 社 株 券

30

157

区                 分

2,000

8,000

南 栄 糖 業 株 式 会 社 株 券

計 20,187
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防 災 無 線 通 信 施 設 一 式

生 涯 学 習 課 普 通 ワ ゴ ン

消 防 自 動 車 塵 芥 収 集 車

産 業 政 策 課 軽 ト ラ ッ ク

建設課作業車 (2t ト ラッ ク）

老 人 ホ ー ム 普 通 ワ ゴ ン

保 健 福 祉 課 普 通 ワ ゴ ン

農 政 課 液 肥 散 布 車

総 務 課 乗 用 車

（平成20年3月31日現在）

区        分 区       分

保 健 福 祉 課 小 型 乗 用 車



    （４）   出  資  金

区                                 分 現      在      高

鹿 児 島 県 市 町 村 土 地 開 発 公 社 出 資 証 券 1,945

奄 美 群 島 振 興 開 発 基 金 協 会 出 資 証 券 95,894

鹿 児 島 県 農 業 信 用 基 金 協 会 出 資 証 券 470

鹿 児 島 県 家 畜 畜 産 物 衛 生 指 導 協 会 出 資 証 券 40

鹿 児 島 県 栽 培 漁 業 協 会 出 捐 金 429

奄 美 群 島 地 域 産 業 振 興 出 資 金 2,934

鹿 児 島 県 農 業 後 継 者 育 成 基 金 協 会 出 捐 金 2,877

鹿 児 島 県 畜 産 協 会 寄 託 証 券
735

鹿 児 島 県 暴 力 追 放 県 民 会 議 出 捐 金 345

奄 美 群 島 広 域 事 務 組 合 出 資 金 55,700

鹿 児 島 県 糖 業 振 興 協 会 出 資 金 7,800

知 名 町 振 興 開 発 公 社 出 資 金 30,000

か ご し ま み ど り の 基 金 出 捐 金 714

奄 美 広 域 中 小 企 業 勤 労 者 福 祉 サ ー ビ ス セ ン タ ー 出 捐 金 1,600

鹿 児 島 県 環 境 検 査 セ ン タ ー 出 損 金 80

合　　　　　　計 201,563
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（平成20年3月31日現在）　　(単位:千円)



    (５)   基    金

財 政 調 整 基 金 26,493,335

減 債 基 金 134,439,371

庁 舎 建 設 基 金 15,853,517

地 域 振 興 基 金 1,249,429

地 域 福 祉 基 金 4,125,000

図 書 購 入 基 金 1,080,136

ふ る さ と 水 と 土 保 全 基 金 10,000,000

ふ る さ と の 緑 と 水 を 守 る 基 金 1,423,033

神 川 ふ る さ と 振 興 基 金 24,069,889

奨 学 資 金 貸 付 基 金 23,592,493

土 地 開 発 基 金 4,448,941

国 民 健 康 保 険 高 額 療 養 資 金 貸 付 基 金 2,000,000

肉 用 牛 特 別 導 入 事 業 基 金 59,981,036

高 齢 者 等 肉 用 牛 導 入 基 金 127,605

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 財 政 調 整 基 金 3,860,564

介護保険特別会計介護給付費準備基金 31,182,652

国 民 宿 舎 特 別 会 計 財 政 調 整 基 金 2,536,273

合　　　計 346,463,274
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※前回の公表で平成20年3月31日末現在は公表いたしましたので、
出納閉鎖日の状況を公表いたします。

区               分 現　在　高

   （平成20年5月31日現在）　　(単位：円）



１  一時借入金の現在高

９ 月 末 現 在 高 0

※一般会計のみ。

第４    一時借入金の状況
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   （平成20年9月30日現在）　　(単位：千円）



（６）　鉱業権(採掘権）

（平成２０年３月３１日現在）

区　　　　　　　　　　　分 前年度末残高 決算年度中増減高 決算年度末残高 備　　　　　　　　　　　考

鉱業権（採掘権）　875･876号 2 0 2 着手延期認可期限　平成20年9月4日

鉱業権（採掘権）　922号 1 0 1 着手延期認可期限　平成20年5月30日

鉱業権（採掘権）　906号　他16件 17 0 17 着手延期認可期限　平成21年6月16日

鉱業権（採掘権）　971号
（共同鉱区）

1 0 1 着手延期認可期限　平成21年5月28日

鉱業権（採掘権）　995号
（共同鉱区）

1 0 1 着手延期認可期限　平成20年9月26日

鉱業権（採掘権）　998号
（共同鉱区）

1 0 1 着手延期認可期限　平成20年10月8日

計 23 0 23
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１  町税の状況

予算現額 調定額 収入済額 収入済額 収入歩合

Ａ Ｂ Ｃ Ｃの構成比 Ｃ／Ｂ

個 人 町 民 税 184,004 198,488 98,109 34.2 49.4

法 人 町 民 税 31,311 23,020 11,078 3.9 48.1

固 定 資 産 税 197,058 238,506 138,637 48.3 58.1

国有資産等所在市町村交付金及び納付金 1,902 1,903 1,903 0.7 100.0

軽 自 動 車 税 19,481 22,474 17,548 6.1 78.1

市 町 村 た ば こ 税 48,138 48,138 19,829 6.9 41.2

鉱 産 税 1 0 0 0.0 0.0

計 481,895 532,529 287,104 100.0 53.9

第5  町税の状況

科              目
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      （単位：千円、％）

第19表   平成２０年度町税収入状況

    町税の９月末予算額は、481,895千円で歳入予算額に占める割合は10.5％となっています。

   町税の収入状況は、第19表のとおりで調定額は532,529千円、収入済額は287,104千円となって

おり、収入済額の予算達成率は53.9％、調定に対する収入歩合は53.9％となっています。
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